
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団 体 名 美濃市立藍見小学校 

実 施 日 平成２８年（７月・夏休み） 実施 

会    場 各家庭 

参 加 人 数 全校児童 

学習課題（分野） 親子で料理作り・生活習慣作り（社会問題・食育） 

運営者の願い 
これまでも行ってきた、クッキングとノーテレビ・ノーゲームの取組を、さ

らに親子のふれあいを深め、目的意識をもって取り組めるようにしたい。 

学 習 の 内 容 

＜藍見小の家庭教育学級の合言葉＞ 
 

 

 

 

 

 

 ・7月の学級懇談会で、学級委員から合言葉の意味を伝え、保護者が年間の活動に目

的意識をもって取り組むことを共通理解された。 

＜在宅取組内容＞ 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
＜取組の工夫点＞ 
☆意識を高めて実施できるよう懇談会で説明 

・目的は、「ふれあいタイムづくり」であること。 

・かける言葉は、「ふわふわ言葉・ほめほめシャワー」を忘れずに。 

☆保護者の負担感を考慮し、新たな活動を増やさない。 

＜参加者の感想＞ 
 ◇チャレンジクッキング 

・「子どもとのふれあいタイムをふやす」という趣旨が今年は 

わかっていたので、子ども２人と母親の３人で料理をはじめ、 

途中から父親も参加し、家族でのよい時間になった。 

◇「ノーテレビ・ノーゲームデイ」にチャレンジ！ 

・取組カードがあるので意識し取り組むチャンスになる。 

・ゲームの時間を考えるよいきっかけになった。 

 

在宅取組型（小学校） 

＜ＰＴＡ活動と家庭教育

学級をつなぐ工夫＞ 

・家庭教育学級の様々な取

組を通して、PTAスロー

ガンや具体目標を達成し

ていくという、取組の目

的を明確にされた。新た

に設けた、家庭教育学級

の合言葉でＰＴＡ活動と

家庭教育学級の活動をつ

なぎ、明るい家庭づくり

に取り組まれた。 

＜記録カードの工夫＞ 

チャレンジクッキング

カードを、夏休み作品展

で展示し、各家庭の様子

を参考にできるように

した。 

ノーテレビ・ノーゲーム

デイの取組では、テレビ

やゲームをしなかった

時間を何に使ったか○

をして、生み出した時間

が意識できるように工

夫された。 

２つの取組カードには、

児童と保護者の感想欄

を設け、親子で取組の振

り返りができるように

工夫された。 

 

 

＜閉級式の 

振り返りから＞ 

・「ふれあいタイムをふや

そう！」という合言葉を

作ったことで、目的を意

識して取り組めたこと

がよかった。 

・これからも子どもとのふ

れあいを大切に、子ども

と共に育つ家庭教育学

級にしたい。 

○PTA スローガンの達成

に近づく一年間の取組

になった。 

案内のおたより＜※１＞ 

記録カード＜※２＞ 

＜家庭教育学級講座の 

学びを生かして実施＞ 

 授業参観の際の情報機器に

関する親子講話の学びを生か

して、第 1 回在宅取組の２つ

の目的と４つのポイントを、案

内のおたよりで分かりやすく

提案して実施された。 

PTA スローガン：子どもと共につくりあげる明るい家庭 

具 体 目 標：あ…声であいさつ、返事をしよう。 

             い…いきいきと、親子のふれあい活動を進めよう。 

            み…みんなで環境を美しく、安全にしよう。 

家庭教育学級合言葉：子どもとのふれあいタイムをふやそう！ 

〈活動名〉 

チャレンジクッキング 

〈ねらい〉親子で一緒に料理を作

り、食事について考え

る機会をもちたい。 

〈活動名〉 

「ノーテレビ・ノーゲームデイ」にチャレンジ！ 

〈ねらい〉メディアにふれる時間について、家

族で見つめ直し、良い生活リズムを

作る機会にしたい。 

 

各家庭の生活に合わせ、４つのチャレンジ

コースから家族で相談して選ぶ。 


